
「働きやすい職場環境づくりと
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森 重勝（もり しげかつ）

「社会福祉法人

ライフ・タイム・福島」

理事・事務局長。

現・福島銀行や関連会社役員を

経て、2001年に同法人へ転職し、

現在に至る。

自己紹介
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当法人の概要

3



法人の沿革

平成３年 特別養護老人ホーム ロング・ライフ（定員５０名）
短期入所生活介護（定員２０名）
デイサービスセンター（定員３５名）

平成１０年 グループホーム フクチャンち （定員９名）

平成１２年 居宅介護支援事業所（松川）・訪問介護事業所

平成１８年 福島市松川地域包括支援センター
認知症対応型通所介護共用型（定員３名）

平成１９年 ライフ吉井田小規模多機能型居宅介護事業所（登録定員２５名）
⇒看護小規模多機能型居宅介護事業所に改称（定員 29名）
ライフ吉井田居宅介護支援事業所

平成２３年 フクチャンち通所介護事業所（定員１0名）→Ｈ２８年定員１２名へ増員

平成２３年 夜間対応型訪問介護事業所・24時間対応の定期巡回・随時対応サービスモデル事業
ロングライフ訪問看護ステーション

平成２４年 定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所＊福島県で初めての事業所です。

平成２７年 ライフ吉井田新築移転
「地域包括ケア施設 」開所
みんなのサロンオープン・・・地域交流室として開放
サービス付き高齢者向き住宅事業
配食サービス事業

※福島市南部地域に展開 4



高齢者の自立

支援

利用者主体性

のサービス

及び利用者尊

厳の介護

安心・安全

ほほえみの介護

当法人の理念、特徴
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施設やサービスを提供する
『地域の支持』を得られれば、
口コミで利用者が来る。

利用者は職員を見ている。

だからこそ、職員を大切に育
てられれば質の高い介護福祉
サービスを提供でき、必ず地
域に還元できる。

⇒95％を超える稼働率で

施設を運営できるようになる

職員の

支持

利用者と

家族の支持

地域の

支持

３つの支持
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経営方針-１

２０００年 介護保険制度の導入

（１）高齢化社会への入り口⇒団塊の世代の利用者増

（２）求められるサービスの多様性

（３）民間福祉事業者の参入

↓

（１）多様なサービス形態への参入

（２）モデル事業への積極的参加

↓

「考えの基本は地域の人たちの安心した暮らしの継続」ができるサービス
の提供
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経営方針ー２

３つの支持を実現するために

（１）地域密着型事業を中心とし、安心できる地域づくりの一翼を担う

（２）介護離職問題へも対応

そのためには地域福祉の特性を理解し、地域にあった仕組みづくり

をする

（３）根本は職員の働きやすい職場作り（給与、時間、休暇）をする

（４）基本給の引き上げ

令和３年 全職員一律10,000円（5.38％）引き上げ

今年度も引き上げを管理者会で通達
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１，職員の声をふまえた働きやすい職場
づくりの取り組み

業務改善委員会の発足

①業務改善新聞の発行

（毎月発行・現在第80号）

②全職員のアンケート調査

③調査結果をオープン化

④法人としてできるものから改善
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職員満足度調査を実施したきっかけ

6S(整理、整頓、清掃、清潔、作法、躾)を
心掛けて業務にあたる6S運動の実施、

業務改善新聞の発行、サンキューボード、
あいさつ運動の実施に取り組む。

平成29年4月に業務改善委員会を設立。
職員満足度調査を行い、現状把握。
職場での仕組みやルールの不十分さが
不平不満の元である事が分かった。

事業所や職員が増えていく中で、離職者の
多い部署と少ない部署の差が出てきた。

職員が自主的に取り組む事で意見も出てくる
ようになった。 それに法人が対応すること
で、職員の仕事に対する不満も減少した。
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【目的】業務改善に必要な取り組みや、職場の現状把握

【期間】平成２９年度～毎年１回欠かさず継続

【設問】

法人職員満足度調査

１．あなたは当法人の職員であることを、どの程度誇りに感じますか？

２．現在の仕事内容にどのくらい満足していますか？

３．あなたが現在受け取っている給料にどのくらい満足していますか？

４．年次有給休暇の取得状況にどのくらい満足していますか？

５．効果的、効率的に業務をすすめる工夫について、実施している事はありますか？

６．福利厚生について、ご意見、ご感想、今後希望する事はありますか？

７．その他、職場について感じていることを自由に記入してください。

選
択
式

記
述
式
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法人職員満足度調査

調査の実施は、Googleフォーム・QRコードを
使用することにより、短時間で効率的な集計を実現12



Q1あなたは当法人の職員であることを、どの程度誇りに感じますか？

誇りに

感じる

23%

ある程度感じる

61%

誇りに感じな

い

16%

誇りに感じる

21%

ある程度感じる

67%

誇りに感じない

12%

Q2 総合的に見て、現在の仕事内容にどのくらい満足していますか？

満足

21%

ある程度満足

59%

満足して

いない

20%

満足

19%

ある程度満足

65%

満足して

いない

16%

アンケート調査内容（業務改善委員会より）
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Q3総合的に見て、あなたが現在受け取っている給料にどのくらい満足していますか？

満足

12%

ある程度満足

58%

満足して

いない

30%

満足

15%

ある程度満足

58%

満足して

いない

27%

Q4 年次有給休暇の現在の取得状況にどのくらい満足していますか？

満足

29%

ある程度満足

48%

満足してい

ない

23%
満足

33%

ある程度満足

47%

満足して

いない

20%
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16
平成29年10月 第1号令和６年６月 第８１号
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２，地域とのコミュニティづくり

①松川地域認知症SOSネットワーク模擬訓練（2014年～）

②介護人材発掘研修会の実施（2014年～）

③多様な年齢層・属性の方の活躍

④料理教室（2019年～）

オレンジカフェ（2012年～）などの開催

⑤３６５日解放のサロン（2011年～）の併設

⑥大会議室の解放（ピーク時は１３団体が使用）



①松川地域認知症SOSネットワーク模擬訓練
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②介護人材発掘研修会の実施
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③多様な年齢層・属性の方の活躍

配食・見守り・傾聴・掃除等の業務を、
地域住民である介護助手さんやパートさんにお願いし、

介護の専門職が行う業務と分けて対応している 22



福島県社会福祉協議会様作成の介護助手募集チラシで呼びかけ実施
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④料理教室、オレンジカフェなどの開催
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地域住民との交流復活 オレンジカフェ

コロナ禍であっても、感染症対策を万全に行い、
少人数で地域住民の方々とオレンジカフェを毎月開催
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28

⑤３６５日解放のサロン（2011年～）の併設

地域包括ケア施設
ライフ吉井田の
中にサロンを併設

サロン内の様子

ウッドデッキも
併設



⑥大会議室の解放（ピーク時は１３団体が使用）

29

法人内の研修だけでなく、
外部研修の会場や
地域の子育てサークルや
体操サークルなど、
様々な団体に
無償で活用していただいてい
ます。
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地域の小学生 社会科見学 多世代交流

令和4年10月
地元の小学2年生が
「まちなか探検」で
グループホーム来訪。
入居者と交流。
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地域との関わり 小学生との交流 各種行事
認知症サポーター養成講座

コロナ以前は地元幼稚園等の慰問受け入れ歓迎
認知症サポーター養成講座はコロナでも実施継続 32



地域との関わり 中学生の体験学習受け入れ

地元中学生の職場体験。
毎年複数名受け入れ（コロナで休止中） 33



地域との交流 慰問 地域行事への参加

地元芸能協会、フラダンスサークルなど年間通じ慰問歓迎。
毎年10月地元提灯祭りの山車が施設前慰問。 34



地域との交流 施設夏祭り行事への地域住民参加

屋台、太鼓演奏、余興、司会、ボランティア等運営全て
地域住民の参加協力で行う。当日の来園毎年400名以上。 35



３，職員研修の取り組み

森理事・事務局長の講義
「リーダー・管理者養成研修」
～法人の持続可能性の為に～
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 毎年11月～1月に法人の職員が講師と
なり、法人事業所にて初任者研修を
開催している。

 柔軟な配置転換（事業所数を多くす
ることで初めの部署が合わなくても
異動できる）

各種研修会の開催、及び参加 【初任者研修】

37



3月
日 曜日 研修時間

時間数
（目安）

内 容 役職等 担当者 備 考

28 火

８：３０～８：４０ 朝のミーティング（ロング）

８：５０～９：００ オリエンテーション 訪 問 管 理 者 桑 原 忍

場 所 ： ロング・ライフ

９：００～９：５０ 1 法人沿革・職員心得 施 設 長 久 保 田 尚 子

１０：００～１０：５０
2

法人内 事業所の概要説明
事 務 局 長 森 重 勝

１１：００～１２：００ 組織人・社会人としての心構え、接遇

１３：００～１３：５０ 1 個人情報保護・ハラスメント関係 事 務 次 長 大 内 利 彦

１４：００～１４：５０
2 認知症についての理解 特 養 ケ ア マ ネ 星 拓 大 朗

１５：００～１５：５０

１６：００～１６：５０ 1 施設内見学・説明

１７：００～１７：３０ 0.5 感想・レポート記入

29 水

８：３０～８：５０ 朝のミーティング（ロング）

９：００～９：５０ 1 事故防止・苦情解決委員会 事故防止委員会 塩 勇 吾

場 所 ： ロング・ライフ

１０：００～１０：５０
2 医務全般・感染症対策 特 養 看 護 長 高 橋 康 子

１１：００～１２：００

１３：００～１３：５０ 1 栄養全般 管 理 栄 養 士 斎 藤 智 美

１４：００～１４：５０
2 リハビリ全般（講義・演習） 理 学 療 法 士 玉 造 徹

１５：００～１５：５０

１６：００～１６：５０ 1 接遇・マナー 特 養 介 護 長 石 井 達 也

１７：００～１７：３０ 0.5 感想・レポート記入

30 木

８：３０～８：５０ 朝のミーティング（ロング）

９：００～
1.5

高齢者虐待・権利擁護
地域包括管理者 藤 倉 優 子

場 所 ： ロング・ライフ
～１０：３０ 身体拘束廃止

１０：４０～
1.5 介護基本技術（講義・演習）

特 養 介 護 長
特 養 介 護 副 長

石 井 達 也
松 﨑 拓 真
（ 桑 原 忍 ）～１２：００

１３：００～１３：５０

4 見 学 （フクチャンち）
見 学 （ライフ吉井田 ）

GH 管 理 者
看護小規模管理者

紺 野 真 澄
安 齋 和 枝

場 所 ： フクちゃんち
ライフ吉井田

１４：００～１４：５０

１５：００～１５：５０

１６：００～１６：５０

１７：００～１７：３０ 0.5 レポート記入・修了ミーティング

令和4年度 社会福祉法人ライフ・タイム・福島 新入職員研修会 日程表

各種研修会の開催、及び参加 【内部】
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内　　　容 講　　　師

4月5日 15:00 開講式 蓬田先生・宮崎NS・星CM

4月19日 13:30 福祉介護分野 蓬田先生

5月17日 18:00 介護分野 星CM

6月7日 18:00 医療分野 宮崎NS

6月21日 18:00 医療分野 宮崎NS

7月5日 18:00 第1回テスト 宮崎NS

7月19日 13:30 第1回テスト解説 蓬田先生

8月9日 18:00 第2回テスト 星CM

8月23日 18:00 第2回テスト解説 星CM

9月6日 ー 第3回テスト 自宅学習

9月13日 18:00 第3回テスト解説 宮崎NS

9月20日 ー 第4回テスト 自宅学習

9月27日 18:00 第4回テスト解説 星CM

日　　　時

令和4年度　介護支援専門員受験対策講座　日程表

法人ケアマネ
養成研修

全13回の
講義・テスト・
解説により、
介護支援専門員
の試験合格を
支援している

各種研修会の開催、及び参加 【内部】
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外部研修へ多数の参加 認知症介護実践者等研修

上記に加え、認知症介護指導者研修修了者が
法人内に３名在籍(内、特養１名)しており、

県の認知症介護実践者等研修事業へ職員派遣している 41



各種研修会の開催、及び参加 【内部】

42



1.目的
①階層別研修会(新人・中堅・リーダー管理者など)、テーマ別研修会(ハラスメ
ント・メンタルヘルス・コミュニケーション接遇マナー、コンプライアンスな
ど)を計画的、継続的に行うことで、職員のスキル、職場環境の向上を図りたい。

②職員が明確な目的を持って就労し、キャリアアップを目指すことができる職
場体系を構築したい。

③人材の指導・育成などの研修体制を整えることで、法人の組織力・イメージ
アップ、離職防止などにつなげたい。

④例年、新卒向けに3月末の3日間に渡って開催している研修は継続していく。

職場内研修会 企画プロジェクトチームの設置について

43



４，職員の処遇改善

44

①基本給ベースアップ（R4.4月）の導入

②グループホームへ週休３日制を導入（R3.11月～）

③テレワークの導入（R3.10月～）

④積極的な再雇用、中高年の採用

⑤女性が活躍できる職場作り

⑥福利厚生の充実
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①基本給ベースアップ（R4.4月）の実施

令和３年 全職員一律10,000円（5.38％）引き上げ

今年度も引き上げを管理者会で通達

（諸物価の高騰も踏まえて早期に実施）



２，福島県のモデル事業を経て正式に導入（令和3年11月～現在）

②グループホームへ週休3日制を導入

46

週休2日制 週休3日制

休日数 月 10日間 14日間

年 120日 168日間

勤務時間
日中 8時間 10時間

夜間 16時間 10時間

残業（1か月平均） 20.8時間 7.7時間

１，週休2日制と週休3日制の主な変更



週休3日制導入時の注意点

（１）具体的内容の説明

（２）職員へのアンケートの実施

（３）反対者はいなかったこと

職員の声

（１）はじめは1日10時間勤務ということで負担感があったが
実際に実施

してみると大丈夫だった

（２）仕事の見直しをしたことも大きな要因

（３）ICT化も進めていた

（４）現在は職員の体力的負担が軽減できたと思う

47
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③テレワークの導入（令和3年.10月～）

イ. コロナ感染拡大をきっかけに導入

ロ. テレワーク可能な職種や役職の検討⇒介護職は無理と初めか
ら決めつけず検討

ハ. 結果的に様々な職種・立場で実施

ニ.コロナに関係なく実施できている
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④積極的な再雇用、中高年の採用

イ. 東日本大震災を機にシニア世代の積極的な採用を行ってきた

ロ. 2014年から市内を中心に「あなたの力を地域のために」チラ
シを配布し研修・説明を毎年継続実施

ハ. 現在全職員（パートを含む）約150名のうち２０パーセントが
シニア世代の人
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⑤女性が活躍できる職場作り

管理者・リーダー等の女性割合７０.５%

産休・育休取得率、復職率共に１００％
育休後の時短勤務 育休中２名中２名(予定)

介護休業取得 延べ２名、復職率１００％
安心して出産・子育て・介護ができる環境

男性, 29.5%

女性, 70.5%
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⑥福利厚生の充実 永年勤続表彰

20年、15年、10年、5年勤続の職員に
表彰状と記念品を贈呈しています。 52



⑥福利厚生の充実 職員誕生日のケーキ

地域のお菓子屋さん
の手作りケーキを

職員誕生日に法人
からプレゼント

53



５，業務の効率化と生産性の向上

①６つのモデル事業への参加（4事業所）

②業務の見直し

③ICT・介護ロボットの活用と全事業所への横展開

54
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平成28年以降の当法人の取り組み
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①モデル事業への参加

57



１．法人理念、事業所行動指針についての研修会を実施し、意志統一
２．眠りスキャン、センサーマット、エスパシア(低床ベッド)の

操作・設置マニュアルを作成し、全職員へ周知
３．OJTフローチャートを作成し、組織の意思伝達系統を明確化
４．転倒・転落アセスメントスコアリングシートを作成し、リスクを数値化し事故防止
５．グーグルフォームでの職員アンケートによる業務軽減・精神的負担軽減の測定

取り組みの成果（一部）

令和4年10月～令和5年3月実施

福島県
「生産性向上発信モデル事業」

①現状の課題を気づきシートに書き出し、
ホワイトボードに貼って因果関係図を作成。

②因果関係図を文章化し、解決したい課題
を明確にする。

③課題に対する打ち手を検討し、ICT・介護
ロボットの効率的な活用策を実施
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②業務の見直し

特別養護老人ホームロング・ライフ

2019年 介護施設等における生産性向上に資する

パイロット事業（モデル事業）

タブレットを導入し記録作業の効率化を図る

↓

グループホーム フクチャンち

2020年 タブレットを導入し記録作業の効率化

→週休3日制の開始

その後全事業所にタブレット導入
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③全事業所へICT・業務効率化横展開

（効果を見ながら全事業所へ導入）

（１）タブレット導入（全事業所 居宅・デイ・GH・特養・包括）

（２）リモートワークシステム導入 現在も実施

（３）訪問系サービスに「スマケアシステム」導入

（４）特養に「眠りスキャン」導入

（５）グループホームの週休3日制導入



62

人事異動

も可能に

タブレット

導入

リモート

ワーク導入

スマケアシ

ステム導入
眠りスキャ

ン導入

週休３日制

導入



６，取り組みにより得られた成果

①業務の効率化により有効時間の捻出

②捻出時間の活用

★各人のモチベーションアップへ

★ケアの質の向上

★有給休暇の取得率アップ

63



７，具体的成果

（１）全職員を対象に基本給の一律10,000円アップを実現

（＝平均ベースアップ率5.38％）

（２）職員の休日取得日数は120日を確保（※全国平均109.2日）

（３）有給休暇取得日数は1人当たり2.6日増加

（平成２９年度 ６．１日→令和４年度 ８．７日）

（４）週休３日制への取り組み
64



８，取り組む上で大切にしている事

（１）介護職員の働きやすい職場作りを念頭に置き、

解決するための話し合い。

↓

働き甲斐のある職場、法人間の連携。

（２）年2回の賞与支給時には全職員との面談を実施

具体的、個人的事情も把握

↓

各事業所の運営に生かす 65



９，取組を通じた職員の姿勢の変化

（１）アンケートにも表れていますが、働きやすい職場環

境が実現されることで職員に余裕が生まれ、より広

い視野を持つことができるようになった。

（２）小さな成功体験を積み重ねながら実施することで、

モチベーションを保ちながら業務を進めることがで

きる、と職員自身が気づくことができた。
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（１）３つの支持を前提 地域の拠点となること

（２）ニーズにこたえる多様なサービスの提供

（３）点→線→面への展開 地域の人とかかわりをもつ

（４）次世代人材育成 階層別研修の実施

①新人～2年位

②2年～5年

③リーダー、管理者

イ.事業所の役割、組織のありよう

ロ.人材育成

ハ.今後の介護業界の動向を見る目

１０，むすび



ご清聴ありがとうございました
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